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Abstract
This paper studies about the characteristics of Chinese golf players along with their social
stratiﬁcation and their developmental process in golf specialization.
Subjects consist of one hundred and twenty golf players at three golf clubs in China.
In reference to SSM investigation of Japan, it analyzed the social class of the Chinese
golf player through a bout Educational background Professional , Income ,and Life style.
In this study, it was an expected result that it was about the income by called "rich" par‑
ticularly.
In this study, based on Developmental process in golf specialization Theory, it analyzed
the purposes of the Chinese golf players.
























































































































































2点　  　  　1点　　  　0点
1．二泊以上の国内旅行に出かけた




かなりある　  少しある　   ない
4．登山・ハイキング・スキーなどをした
かなりある　  少しある　   ない
5．小説や歴史の本などを読んだ



























































































不定期的参加者 社交志向参加者 競技志向参加者 快楽志向参加者
レクリェーションの専門志向化
のまま中国社会に適用してよいかという、
調査そのものの限界も指摘できる。
２．中国ゴルフ愛好者の専門志向化の特徴
中国のゴルフ愛好者、特に今回の調査対
象者に限れば、いわゆる初心者や技術レベ
ルの低い愛好者が多く、二宮らの紹介・考
察する、技術の上達とともに「ゼネラリス
ト」から「技術のスペシャリスト」および「技
術と場面のスペシャリスト」への移行とい
うモデルに適用できる愛好者は少なく、こ
のモデルを適用することは妥当ではない。
本研究では、調査対象者の相対的な専門
志向化レベルを分析し、そのレベルの愛好
者の目的等を考察した。その結果から、中国
ゴルフ愛好者の専門志向化の連続体は次の
図のようなモデルとなると考えられる。
図３）中国ゴルフ愛好者の専門志向化の連続体
中国のゴルフ愛好者はまだまだ一部の人
に限られるが、その多くが「娯楽志向」およ
び「健康志向」の段階にあると考えられ、二
宮らの指摘する「技術のスペシャリスト」と
いう段階までには至っていないと言える。
Ⅴ．提言
2016年のオリンピックでゴルフは正式
種目として復活するということで、中国を
含め、ゴルフ界にとって様々な好機でもあ
る。本研究では中国におけるゴルフの発展、
その大衆化のための基礎資料を得るため、
中国のゴルフ愛好者の特性を、主に社会階
層とゴルフの専門志向化の過程から調査、
分析した。その結果、中国のゴルフ愛好者
は、社会階層的には社会の上層および富裕
層と言われる自営業主を中心とする一部の
人であること、また専門志向化の過程では
ゴルフ歴の短い初心者が多いことがわかっ
た。そこで、国およびゴルフクラブに対し次
の提言をしたい。
１．国に対して
①国家の予算で大衆向けのゴルフ場やゴル
フ練習場を造る。
現在の中国ゴルフ愛好者は富裕層が大
半であった。国の予算でゴルフ場やゴル
フ練習場を造り、より多くの一般人に少
しでも料金を安くして開放すれば、ゴル
フ愛好者は間違いなく増えていくだろ
う。公設民営式の方法も考えられる。この
ようにして低料金を導入することで、ゴ
ルフ人口を増やし、その結果、競技力も向
上すると考える。
②国は、民間企業からのゴルフ場開発やク
ラブ運営に対する投資を増やすための支
援を行う。
政府関係者は今後の経済成長分野とし
てのゴルフに今以上に注目し、民間企業
からの投資を増やすための様々な支援を
行う必要がある。
③子どもの頃からのゴルフ人材育成のため
の育成体制、指導者制度を設ける。
日本では若い男女のゴルフプレーヤー
が、現在活躍している。中国におけるゴル
フ競技の普及のためにも、子どもからの
育成を行う必要があり、そのための育成
体制や指導者制度を発足させる。
２．クラブに対して―地域および季節に応
じたマーケティング対策−
中国の北部と南部では、季節および地域
特徴に大きいな違いがあり、それぞれに合
わせたマーケティングを考える必要があ
る。ゴルフは屋外でのスポーツであり、季節
と大きな関わりがある。例えば、北方の冬で
社会階層およびゴルフの専門志向化過程からみた中国ゴルフ愛好者の特性に関する研究
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娯楽志向 本格志向
不定期的参加者 娯楽志向参加者 健康志向参加者
ゴルフの専門志向化
は−20度を超えるのは普通であり、この寒
さの中では確かにゴルフ運動はできなくな
る。ゴルフ愛好者をいかに保留するか、良い
マーケティング対策を考えることが必要と
なる。
また地域特徴ということでは経済発展の
スピードが相当違うため、「北貧南富」とい
うことは現実である。ゴルフをするために
は経済能力とも大きな関わりがあるので、
適切なマーケティング対策を採る必要があ
る。全体的な利用料金ばかりでなく、年齢や
時間帯に応じた料金体系を設けるなど効果
的なマーケティングによって、ゴルフ愛好
者は増加すると考える。
Ⅵ.今後の課題
本論文では主に二つの側面から中国ゴル
フ愛好者の特徴について分析したが、時間
と本人の能力の問題から、調査対象者の人
数と調査対象のゴルフクラブ数が決定的に
不足してしまったという課題が残った。
１）調査対象者不足の原因
今回、中国の東北地域にあるゴルフクラ
ブを調査対象とした。会員の 4割程度は外
国人であったこと、またゴルフ愛好者は主
に富裕層の方が多いということから、個人
情報等を非常に気にしていたため、調査協
力度が低くなった。その結果、ゴルフクラブ
の数が不足した。
２）調査対象ゴルフクラブ不足の原因
中国の東北地域には元々ゴルフクラブが
少ないという現状であり、その上、ゴルフク
ラブへの実習及び修論に関する調査等に協
力するという経験はほとんどないクラブば
かりである。多くのゴルフクラブに実習や
調査の希望を出したが、殆ど断られた。上層
部の権力を有する人物を介さないとゴルフ
クラブに入ること自体も無理であった。
様々な部署からお願いし、結局 3つのゴル
フクラブで調査を行うことを許可されたの
みであった。
３）社会階層の指標の問題
本研究では、中国ゴルフ愛好者の社会階
層を特定するため、日本の SSM調査の指標
を使った。本来は事前に中国での指標を分
析すべきであったと考えていた。中国での
指標を用い、分析することによって、結果が
違った傾向になったかもしれない。この点
は研究の当初からの限界である。
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